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第
四
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

長
崎
は
砂
糖
文
化
の
発
祥
地

～
長
崎
は
遠
か
っ
た
～

�

脇
山　

順
子

一
、
長
崎
は
遠
か
っ
た

　

か
つ
て
長
崎
で
は
料
理
を

味
わ
っ
た
時
、
自
分
が
想
像

し
た
も
の
よ
り
甘
さ
が
足
り

な
い
場
合
、「
長
崎
は
遠
か
っ

た
」
と
さ
さ
や
い
た
。
江
戸

時
代
、「
長
崎
」と
い
う
言
葉

は
、
諸
説
が
あ
る
が
、
砂
糖

の
代
名
詞
で
も
あ
っ
た
。

二
、長
崎
の
料
理
は
な
ぜ
甘
い

　

長
崎
に
入
港
し
た
唐
船
や

南
蛮
船
の
人
た
ち
の
影
響
や

鎖
国
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
人
と

の
交
流
に
よ
り
、
砂
糖
を
多

く
使
っ
た
各
国
の
料
理
が
家

庭
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
料
理
は
長

崎
の
郷
土
料
理
に
な
り
、
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

　

長
崎
天
ぷ
ら
は
、
衣
に
砂

糖
な
ど
を
入
れ
て
味
を
つ
け
、

天
つ
ゆ
な
し
で
冷
め
て
も
美

味
し
い
。

　

浦
上
そ
ぼ
ろ
は
、
豚
肉
と

野
菜
の
油
炒
め
だ
が
、
砂
糖

を
加
え
て
味
を
つ
け
る
。

　

べ
ん
さ
し（
紅
差
し
）の
南

蛮
漬
け
は
、砂
糖
入
り
の
甘
い

浦上そぼろ

南
蛮
酢
に
浸
け
る
。
長
崎
の

正
月
料
理
に
は
欠
か
せ
な
い
。

　

ヒ
リ
ュ
ウ
ズ（
飛
龍
頭
）は
、

魚
の
す
り
身
に
豆
腐
や
人
参
、

木
耳
な
ど
を
加
え
、
砂
糖
で

味
を
つ
け
て
揚
げ
る
。
江
戸

に
伝
わ
り
、
雁
の
肉
に
味
が

似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
が

ん
も
ど
き
」と
名
付
け
ら
れ

る
。

　

カ
ス
テ
ラ
か
ん
ぼ
こ
は
、

卵
と
す
り
身
を
混
ぜ
合
わ
せ
、

砂
糖
で
味
を
つ
け
焼
い
て
巻

い
た
も
の
。
江
戸
に
も
た
ら

さ
れ
、
姿
、
形
が
粋
な
伊
達

者
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

伊
達
巻
と
名
付
け
ら
れ
る
。

　

十
六
寸
豆
の
煮
豆
は
、
砂

糖
を
入
れ
て
甘
く
煮
た
豆
の

上
に
砂
糖
を
か
け
る
。
長
崎

で
は
白
隠
元
豆
の
こ
と
を
十 

六
寸
豆
と
よ
ぶ
。

　

ざ
ぼ
ん
漬
け
は
、
ざ
ぼ
ん

の
皮
に
砂
糖
を
加
え
て
煮
る
。

更
に
、
煮
た
皮
に
砂
糖
を
ま

ぶ
す
。

伊達巻

三
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
獲
得

に
砂
糖
が
活
用

　

宣
教
師
の
ル
イ
ス
・
デ
・

ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
西
洋
医
学

を
最
初
に
日
本
に
伝
え
、
布

教
と
同
時
に
医
者
と
し
て
も

活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
当

時
、砂
糖
は「
喉
に
よ
い
な
め

る
薬
」で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、永
禄
一
二
年（
一
五 

六
九
）イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
、
キ

リ
ス
ト
教
布
教
の
許
し
を
得

る
た
め
、
織
田
信
長
に
謁
見

し
た
際
、
金
平
糖
の
入
っ
た

フ
ラ
ス
コ（
ガ
ラ
ス
瓶
）を
贈 

っ
て
い
る
。

　

寛
永
二
年（
一
六
二
五
）刊

の
小
瀬
甫
庵
著
「
甫
庵
太
閤

記
」に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣

教
師
の
布
教
の
方
法
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

　
「
上
戸
に
は
チ
ン
タ（
赤

ワ
イ
ン
）、
ブ
ド
ウ
酒
、
ロ

ウ
ケ
＝
ガ
ネ
フ（
酒
類
の
一
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種
）み
り
ん
酒
な
ど
で
も
て

な
し
た
。
下
戸
に
は
カ
ス
テ

ラ
、
ボ
ウ
ロ
、
カ
ル
メ
イ
ラ
、

ア
ル
ヘ
イ
ト
ウ
、
コ
ン
ペ
イ

ト
ウ
、
ビ
ス
カ
ウ
ト
、
パ
ン

な
ど
で
も
て
な
し
た
。」

　

カステラ

四
、
長
崎
と
砂
糖
の
関
係

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
平
戸
来 

航
か
ら
来
航
禁
止
ま
で
の
八 

五
年
間
（
一
五
五
○
～
一
六 

三
九
）、キ
リ
ス
ト
教
の
布
教

や
砂
糖
な
ど
の
貿
易
を
行
っ

た
。
鎖
国
時
代
の
長
崎
貿
易

で
輸
入
の
ト
ッ
プ
は
砂
糖
で

あ
っ
た
。
船
底
に
い
く
つ
も

積
み
重
ね
ら
れ
た
砂
糖
袋
は
、

船
の
安
定
を
保
つ
た
め
の
バ

ラ
ス
ト（
重
し
）の
役
目
も
果

た
し
た
。

　

宝
暦
九
年（
一
七
五
九
）貿 

易
の
最
盛
期
で
白
砂
糖
と
氷 

砂
糖
の
輸
入
量
は
二
○
二
万 

二
五
七
七
斤
、
銀
で
一
二
九 

九
貫
四
九
九
匁
、
現
代
の
金

額
で
お
よ
そ
二
四
億
円
の
取

引
が
な
さ
れ
る
。
砂
糖
は
長

崎
会
所
が
一
括
購
入
、
そ
の

後
、
入
札
に
よ
り
国
内
の
商

人
に
販
売
さ
れ
た
。
こ
れ
と

は
別
に
砂
糖
が
市
中
に
出
回

る
ル
ー
ト
に「
こ
ぼ
れ
物
」と

「
貰
い
物
」が
あ
っ
た
。　

　
「
こ
ぼ
れ
物
」は
、
運
搬
の

際
な
ど
に
こ
ぼ
れ
た
砂
糖
の

こ
と
で
、
そ
の
売
買
利
益
は

人
夫
た
ち
の
役
得
と
さ
れ
た
。

そ
こ
で
袋
を
故
意
に
破
っ
て

こ
ぼ
す
こ
と
が
横
行
、
天
明

四
年（
一
七
八
四
）そ
の
売
買

は
禁
止
さ
れ
た
。

　

丸
山
遊
女
な
ど
が
も
ら
う

砂
糖
を「
貰
い
物
」と
い
い
、

こ
れ
も
長
崎
会
所
で
入
札
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の

代
銀
が
渡
さ
れ
た
。
長
崎
の

四
福
寺
は
興
福
寺
、
福
済
寺
、

崇
福
寺
、
聖
福
寺
で
あ
る
が
、

こ
の
四
福
寺
に
は
、
唐
船
よ

り
莫
大
な
量
の
砂
糖
が
寄
進

さ
れ
、
こ
れ
を「
贈
砂
糖
」と

い
っ
た
。
そ
の
一
部
は
長
崎

街
道
を
通
り
、
黄
檗
山
万
福

寺（
京
都
府
宇
治
市
）に
運
ば

れ
た
。

　

砂
糖
の
文
化
が
伝
わ
っ
た

の
で
、長
崎
街
道
は「
シ
ュ
ガ 

ー
ロ
ー
ド
」と
も
よ
ば
れ
る
。

　

令
和
二
年（
二
〇
二
〇
）六

月
に
「
砂
糖
文
化
を
広
め
た

長
崎
街
道
～
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー

ド
～
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
。

五
、
お
わ
り
に

　

筆
者
は
も
う
す
ぐ
米
寿
を

迎
え
る
が
、
小
学
三
年
生
の

時
に
長
崎
で
被
爆
し
た
。
当

時
は
食
糧
難
時
代
で
砂
糖
な

ど
も
配
給
だ
っ
た
。
母
は
砂

糖
の
代
わ
り
に
甘
薯
を
使
っ

た
。
二
度
と
こ
の
よ
う
な
時

代
に
な
ら
な
い
こ
と
を
願
う
。

　

疲
れ
た
と
き
に
甘
い
も
の

を
食
べ
る
と
落
ち
着
く
。
そ

れ
は
脳
内
の
神
経
伝
達
物
質

の
一
つ
で
あ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン

（
幸
せ
）が
増
加
し
、
他
の
神

経
伝
達
物
質
で
あ
る
ド
ー
パ

ミ
ン（
慶
び
や
快
楽
）や
ノ
ル

ア
ド
レ
ナ
リ
ン（
恐
れ
や
驚

き
）な
ど
の
情
報
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
精
神
を
安
定
さ

せ
る
か
ら
で
あ
る
。

桃カステラ

　

今
年
も
雛
ま
つ
り
の
「
桃

カ
ス
テ
ラ
」で
健
康
寿
命
を

延
ば
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
五
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

新
出
資
料
・
川
原
慶
賀
筆「
万

屋
町
鯨
の
潮
吹
き
図
」
に
つ

い
て

�

原
田　

博
二

一
、
は
じ
め
に

　

昨
年
一
〇
月
、
ラ
イ
デ
ン

国
立
世
界
博
物
館（
以
下「
世

界
博
物
館
」と
記
述
）の
学
芸

員（
博
士
）ダ
ン
・
コ
ッ
ク
氏

よ
り
川
原
慶
賀
筆
「
万
屋
町

鯨
の
潮
吹
き
図
」（
以
下
、「
鯨

図
」と
記
述
）
の
画
像
デ
ー

タ
ー
を
頂
戴
し
た
。

写
１
「
鯨
図
」

１４

二
、
御
門
長
屋
桟
敷

　
「
鯨
図
」（
写
１
）は
、
万
屋

町
の
く
ん
ち
の
演
し
物
を
描

い
た
も
の
で
、
制
作
年
は

一
八
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
頃

と
考
え
ら
れ
る
。

　

江
戸
後
期
の
踊
町
は
、
御

供
町
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
九

月
九
日
の
渡
御（
お
下
り
）と

一
一
日
の
還
御（
お
上
り
）は
、

露
払
い
と
呼
ば
れ
た
丸
山
町

と
寄
合
町
を
先
頭
に
一
一
か

町
の
踊
町
が
三
体
の
神
輿
の

行
列
を
先
導
し
た
。

　

画
面
は
そ
の
万
屋
町
の
行

列
の
部
分
で
、
傘
鉾
を
先
頭

に
五
隻
の
捕
鯨
船
、
曳
物
の

鯨
、
囃
子
方
の
納
屋
と
続
く

そ
の
行
列
は
、
堂
々
た
る
建

物
の
前
を
、
画
面
の
左
か
ら

右
、
す
な
わ
ち
東
か
ら
西
に

移
動
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
背
景
の
堂
々
た

る
建
物
は
、
長
崎
奉
行
所
西

役
所
の
表
門
長
屋
①
で
あ
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、こ
の「
鯨

図
」
は
、
九
月
九
日
の
渡
御

の
日
、
西
役
所
の
前
を
大
波

止
の
御
旅
所
に
向
か
う
万
屋

町
の
行
列
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。

　
『
長
崎
奉
行
所
分
類
雑
載
』 

に
よ
る
と
、
長
崎
奉
行
所
で

は
毎
年
九
月
九
日
と
一
一
日

の
両
日
、
立
山
役
所
の
表
門

前
に
御
門
前
桟
敷
を
、
西
役

所
の
表
門
長
屋
に
御
門
長
屋

桟
敷
を
設
け
、
留
守
居
と
呼

ば
れ
た
各
藩
の
聞
役
た
ち
を

く
ん
ち
見
物
に
招
待
し
た
。

  

そ
の
様
子
を
描
い
た
の
が

川
原
慶
賀
筆「
く
ん
ち
図
」（
写
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２
・
世
界
博
物
館
所
蔵
）で

あ
る
。

　

同
図
は
、
一
一
日
の
還
御

の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
大

勢
の
観
衆
の
な
か
丸
山
町
の

本
踊（
小
舞
）が
披
露
さ
れ
て

い
る
。

写
２　

川
原
慶
賀
筆「
く
ん
ち
図
」

２

３

　

画
面
の
中
央
が
岩
屋
山
②
、

左
側
が
西
役
所
の
御
門
長
屋

桟
敷
③
、
と
い
う
こ
と
は
東

側
か
ら
西
役
所
の
前
を
見
た

図
で
あ
る
。

　
「
鯨
図
」の
画
面
の
背
景
に

も
御
門
長
屋
桟
敷
が
描
か
れ

て
い
る
が
、
よ
く
見
る
と
、

聞
役
た
ち
は
建
物
の
外
に
作

ら
れ
た
桟
敷
で
は
な
く
、
表

門
長
屋
か
ら
直
接
く
ん
ち
を

見
物
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

と
い
う
の
は
御
門
長
屋
桟

敷
は
、
く
ん
ち
の
時
だ
け
設

け
ら
れ
る
御
門
前
桟
敷
と
違 

っ
て
、
表
門
長
屋
の
漆
喰
の

白
壁
下
の
羽
目
板
の
部
分
④

が
突
上
げ
戸
形
式
で
自
由
に

開
閉
で
き
、
開
く
と
桟
敷
と

し
て
使
用
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
長
崎
奉
行

所
で
は
、
一
年
に
た
っ
た
二

日
、
そ
れ
も
く
ん
ち
の
時
だ

け
の
使
用
で
あ
る
が
、
そ
れ

で
も
表
門
長
屋
を
桟
敷
に
使

用
で
き
る
よ
う
な
構
造
に
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
桟
敷
の
前
の
裃

姿
の
男
性
⑤
は
、
前
固
（
警

備
）の
当
人
町
の
日
行
使（
下

級
の
地
役
人
）
で
、
こ
れ
も

御
門
前
桟
敷
は
四
人
、
こ
の

御
門
長
屋
桟
敷
は
五
人
と
決

ま
っ
て
い
た
。

三
、
鯨
の
潮
吹
き

　

鯨
が
潮（
水
）を
吹
き
上
げ

る
様
子
は
、
現
在
で
も
こ
の

鯨
の
潮
吹
き
の
見
所
の
一
つ

で
あ
る
。

　

画
面
に
も
二
筋
の
潮
が
吹

き
上
が
り
頂
点
で
ぱ
っ
と
開

く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
驚
い
た
の
か
、
ど
よ

め
く
見
物
の
人
た
ち
、
さ
ら

に
は
日
行
使
や
根
曳
衆
が
描

か
れ
て
い
て
、
こ
の「
鯨
図
」

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
前
固
の
右
か
ら

五
人
目
の
日
行
使
の
席
⑥
は

曳
物
鯨
の
陰
に
な
っ
て
い
て
、

画
面
か
ら
で
は
こ
の
日
行
使

う
で
あ
る
が
、「
ニ
ッ
ポ
ン
」

の
挿
絵「
諏
訪
明
神
の
お
祭
」

（
以
下「
挿
絵
」と
記
述
・
写

４
）
に
は
日
行
使
⑧
は
五
人

と
も
前
固
の
席
に
座
り
、
⑨

の
と
こ
ろ
に
は
裃
姿
の
男
性

は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
こ
の
裃
姿
の
男
性

を
日
行
使
と
考
え
た
の
で
あ

る
が
、
こ
の
男
性
の
着
衣
の

色
が
他
の
日
行
使
の
着
衣
の

色
と
違
う
こ
と
、
傘
鉾
に
付

き
添
う
万
屋
町
の
役
員
の
着

衣
の
色
と
同
系
統
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
こ
の
大
口
を

開
け
た
裃
姿
の
男
性
⑦
は
、

同
町
の
役
員
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
結
び

　

こ
の「
鯨
図
」は
、
く
ん
ち

を
嬉
々
と
し
て
楽
し
む
人
々

の
表
情
が
一
人
一
人
実
に
緻

密
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
御
門
長
屋
は
、

羽
目
板
の
部
分
を
開
く
と
、

桟
敷
と
し
て
使
用
で
き
た
の

で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
御
門
長
屋
の

突
き
上
げ
戸
の
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
の
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
こ
の「
鯨
図
」と「
く
ん

ち
図
」、「
挿
絵
」だ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ

の「
鯨
図
」は
、
く
ん
ち
の
資

料
と
し
て
、
さ
ら
に
は
長
崎

奉
行
所
の
資
料
と
し
て
実
に

貴
重
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

高
島
秋
帆
と
二
つ
の
上
書

�

野
田　

和
弘

　

高
島
秋
帆
は
二
つ
の
上
書

を
書
き
残
し
て
い
る
。

　

天
保
一
一
年（
一
八
四
〇
） 

秋
帆
は
、
前
年
勃
発
し
た
ア

ヘ
ン
戦
争
を
契
機
に
、
西
洋

式
砲
術
に
よ
る
国
防
が
重
要

で
緊
急
で
あ
る
と
の
意
見
書

を
、
長
崎
奉
行
田
口
嘉
行
に

提
出
し
た
。
こ
れ
が
一
つ
目

の「
天
保
上
書
」で
あ
る
。

　

田
口
は
秋
帆
の
意
見
書
を

老
中
水
野
忠
邦
に
提
出
。
評

議
の
結
果
、徳
丸
ヶ
原（
現
・

東
京
都
板
橋
区
）で
、高
島
流

砲
術
の
演
習
が
行
わ
れ
、
高

島
流
砲
術
は
全
国
に
広
ま
っ

て
い
っ
た
。

高
島
秋
帆
紀
功
碑（
東
京
都
板
橋

区
・
松
月
院
）
日
宇
孝
良
撮
影

　

し
か
し
天
保
一
三
年
（
一 

八
四
二
）秋
帆
は
、謀
反
の
疑

が
座
っ
て
い
る
か
ど
う
か
判

断
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
日
行
使
が
潮
が
降

り
か
か
る
の
で
、
濡
れ
な
い

よ
う
に
持
ち
場
を
離
れ
て
い

た
と
し
た
ら
い
か
が
で
あ
ろ

う
か
。

　

写
３
の
大
口
を
開
け
て
見

物
す
る
裃
姿
の
男
性
⑦
が
そ

写
４　
『
ニ
ッ
ポ
ン
』の
挿
絵「
諏

訪
明
神
の
お
祭
」（
部
分
）

８９

写
３　

鯨
図
（
部
分
）

５
６

７
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い
で
捕
え
ら
れ
、
武
蔵
国
岡

部
藩（
現
・
埼
玉
県
深
谷
市
）

に
預
け
ら
れ
た
が
、
嘉
永
六

年（
一
八
五
三
）に
赦
免
さ
れ

た
。
幕
府
は
秋
帆
を
、
韮
山

代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
の
手

付
け
と
し
て
召
し
抱
え
、
江

川
の
江
戸
湾
の
台
場
築
造
の

補
佐
を
命
じ
た
。

　

こ
の
年
、
幕
府
は
ア
メ
リ

カ
の
開
国
要
求
に
対
し
、
諸

侯
を
含
め
幅
広
く
意
見
を
求

め
て
い
た
。
赦
免
後
こ
れ
を

知
っ
た
秋
帆
は
、
ぜ
ひ
自
分

の
考
え
も
上
申
し
た
い
と
思

い
書
き
上
げ
た
の
が
二
つ
目

の「
嘉
永
上
書
」で
あ
る
。

　

そ
の
内
容
は
諸
外
国
の
軍

事
、
経
済
、
外
交
政
策
ひ
い

て
は
文
化
ま
で
書
か
れ
て
い

る
。
特
に
外
国
貿
易
に
つ
い

て
は
、
長
崎
町
年
寄
と
し
て
、

長
年
貿
易
を
取
り
仕
切
っ
て

き
た
だ
け
に
、
実
際
の
例
を

あ
げ
て
具
体
的
、
論
理
的
に

述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
鎖
国

攘
夷
を
続
け
れ
ば
国
の
存
亡

に
関
わ
る
と
し
て
、
開
国
通

商
策
を
述
べ
て
い
る
。
他
の

意
見
書
の
ほ
ぼ
全
て
が
、
短

絡
的
な
鎖
国
攘
夷
論
で
あ
っ

た
だ
け
に
、
秋
帆
が
い
か
に

問
題
の
本
質
を
正
確
に
捉
え

て
い
た
か
が
分
か
る
。

　
「
嘉
永
上
書
」の
日
付
は
、

嘉
永
六
年
一
〇
月
と
な
っ
て

い
る
。
赦
免
さ
れ
た
の
が
同

年
八
月
な
の
で
、
わ
ず
か
二 

ヶ
月
で
書
き
上
げ
た
こ
と
に

な
る
。
秋
帆
が
い
か
に
こ
の

件
に
心
血
を
注
い
だ
の
か
が

分
か
る
。

　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
、

江
川
は
赦
免
さ
れ
た
ば
か
り

の
秋
帆
の
身
を
案
じ
、
暫
く 

待
つ
よ
う
に
忠
告
し
た
が
、

秋
帆
の
決
心
は
固
か
っ
た
。

そ
こ
で
江
川
も
意
を
固
め
、

自
ら
の
意
見
書
も
添
え
て
、

老
中
阿
部
正
弘
に
提
出
し
た
。

高
島
秋
帆
墓
（
東
京
都
文
京
区
・

大
円
寺
）
日
宇
孝
良
撮
影

　

そ
の
後
、
秋
帆
は
幕
府
講 

武
所
の
砲
術
師
範
役
ま
で
勤 

め
た
が
、慶
応
二
年（
一
八 

六
六
）
長
崎
に
二
度
と
戻
る

こ
と
な
く
、
六
九
歳
で
江
戸

で
没
し
た
。

参
考
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高
島
秋
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第
五
回
長
崎
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開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

二
つ
の
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節

�

大
田　

由
紀

　

長
崎
の
丸
山
東
検
番
の
芸

妓
愛
八
を
主
人
公
に
し
た
な

か
に
し
礼
の
小
説
「
長
崎
ぶ

ら
ぶ
ら
節
」は
、
映
画
や
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
、
舞
台
化
も
さ

れ
、
愛
八
は
全
国
的
に
有
名

に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
ぶ
ら
ぶ
ら
節
は

愛
八
ば
か
り
で
な
く
、
町
検

番
の
凸
助（
で
こ
す
け
）も
レ

コ
ー
ド
に
吹
き
込
ん
で
い
る
。

現
在
歌
い
継
が
れ
て
い
る
歌

は
凸
助
盤
の
歌
詞
と
節
回
し

に
近
い
。

　

大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
に

か
け
て
ラ
ジ
オ
と
蓄
音
機
の

出
現
を
背
景
に
、
各
地
の
民

謡
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
す
る

新
民
謡
運
動
が
起
こ
っ
た
。

　

ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
レ
コ
ー
ド 

（
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
前
身
） 

が
町
検
番
の
凸
助
の
唄
で「
長

崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」
を
発
売
し 

た
の
は
昭
和
五
年
（
一
九
三 

〇
）九
月
、〽
長
崎
名
物
は
た

あ
げ
盆
祭
～
で
始
ま
る
な
じ

み
の
歌
詞
で
あ
る
。
三
味
線

の
伴
奏
は
同
じ
く
町
検
番
の

一
二（
い
ち
じ
）。
長
崎
人
で

は
初
め
て
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
で
あ
っ
た
。
二
人
は
レ
コ 

ー
ド
芸
者
と
い
わ
れ
地
元
で

大
人
気
、
レ
コ
ー
ド
も
大
い

に
売
れ
た
。

　

当
時
凸
助（
本
名
、山
本
タ

マ
）
は
三
〇
歳
。
芸
達
者
で

日
舞
、
鳴
物
は
名
取
。
特
に

常
磐
津
は
名
人
と
い
わ
れ
た 

三
蔵
に
入
門
、
常
磐
津
喜
三

松
の
名
を
も
ら
い
、
大
正
一 

四
年（
一
九
二
五
）東
京
放
送

局（
の
ち
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）の
ラ
ジ

オ
放
送
開
始
の
と
き
は
、
師

匠
と
と
も
に
愛
宕
山
か
ら
放

送
す
る
ほ
ど
の
力
量
が
あ
っ

た
。
そ
の
評
判
が
東
京
の
レ

コ
ー
ド
会
社
に
も
伝
わ
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

町検番凸助（個人蔵）
東検番愛八（牟田口金太
編輯『奈雅瑳奇』れなせ
んさ會 1932 年）

　

そ
の
後
ビ
ク
タ
ー
レ
コ
ー

ド
は
東
検
番
の
愛
八
（
本
名
、

松
尾
サ
ダ
）に
声
を
か
け
る
。

愛
八
は
凸
助
と
は
母
娘
ほ
ど

年
の
違
う
五
〇
代
後
半
の
ベ

テ
ラ
ン
の
地
方（
じ
か
た
）で

あ
っ
た
。
三
味
線
の
弾
き
語

り
で
、
〽
嘉
永
七
年　

甲
の

寅
の
年
～
と
い
う
歌
詞
と
、

独
特
の
節
回
し
で
吹
き
込
ん

だ
。

　

昭
和
六
年（
一
九
三
一
）五

月
に
発
売
さ
れ
た
愛
八
盤
は

「
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」、
愛
八
を
主

人
公
に
し
た
小
説
「
長
崎
ぶ

ら
ぶ
ら
節
」
と
同
じ
タ
イ
ト

ル
は
凸
助
盤
で
あ
る
。

　

当
時
、
長
崎
の
花
柳
界
は 

芸
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
、

特
に
町
検
番
の「
町
芸
妓
」と

東
検
番
の「
山
の
芸
妓
」は
、

互
い
に
芸
を
競
い
合
っ
て
い 

た
。
大
正
一
四
年
（
一
九
二 

五
）
に
は
両
検
番
合
わ
せ
て 

二
五
〇
人
余
り
の
芸
妓
衆（
長

崎
で
は「
げ
い
こ
し
」と
よ

ぶ
）
が
在
籍
し
て
い
た
と
い

わ
れ
る
。

　

二
つ
の
唄
に
は
町
検
番
と

東
検
番
、
そ
し
て
二
つ
の
レ

コ
ー
ド
会
社
の
ラ
イ
バ
ル
意

識
と
こ
だ
わ
り
が
表
れ
て
い

る
と
い
え
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
を
聴
き
比
べ
る

と
、
テ
ン
ポ
が
早
く
メ
リ
ハ

リ
が
利
い
た
凸
助
盤
に
比
べ
、

愛
八
盤
は
ゆ
っ
た
り
し
た
節

回
し
で
情
緒
た
っ
ぷ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
味
わ
い
が
あ
る
。


